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【論文の内容の要旨】 
ゲージ化ランダウ・ギンツブルグ模型（以下, ゲージ化 LG 模型と呼ぶ）とは, スキーム と, 

に作用する代数群 と, の指標 と, -半不変な 上の正則関数 からなるデータ

である . Positselski 氏は , LG 模型 に対し , 導来因子化圏 Dcoh

を導入した. 導来因子化圏は三角圏の構造を持ち, 対象は の因子化と呼

ばれる以下のデータからなる: 

                

ここで, は -同変な 上の連接層で, , は等式 id, id を満た

す 不変な準同型写像である. 導来因子化圏はスキーム上の連接層の導来圏や Eisenbud 氏が

導入した行列因子化の圏の一般化になっている. 

 
2. 主結果 

この学位論文は著者の導来因子化圏に関する二本の論文[H1],[H2]の結果をまとめたものである. 

それぞれの主結果について以下で述べる. なお, 以下では全ての多様体は複素数体上で考える

こととする. 

● [H1]の主結果 

 [H1]では以下で述べるように、与えられた代数多様体の導来同値

に対し, 自然な仮定の下, ゲージ化 LG 模型 と の導来因子化圏が同値



 
 

になることを示した.  

 
 を簡約な線形代数群とし, と を の作用を持つ滑らかな擬射影的代数多様体とする. 

を の指標とし, を χ-半不変な 上の正則関数とする. を と のファイバー積と

する. 対象 に対し, を の忘却関手による像とする. 

がコンパクトな台をつと仮定すると, は積分関手と呼ばれる関手 

                          

を誘導する. この時, 次が成り立つ. 
定理 1 ([H1]の主結果) 積分関手 が同値ならば, から誘導される導来因子化圏の間の積

分関手 

                    Dcoh Dcoh  

も同値である. 

 

Segal 氏は[S]において, 二つのゲージ化 LG 模型 と に対し, と

が双有理同値なカラビ・ヤウ多様体で, -作用や が同型な領域で可換ならば, それらの

導来因子化圏は同値になると予想した. と が双有理同値な3次元カラビ・ヤウ多様体の場

合に, Bridgeland 氏による導来同値の結果と上の定理1を合わせることで、適切な -作用と -

不変切断 に対して導来因子化圏の同値を得る. これは上で述べた Segal 氏による予想の部分

的な解決を与えるものである. 

● [H2]の主結果 

行列因子化の理論は, コーエン・マッコーレー環上の極大コーエン・マッコーレー加群 (以下, 

CM 加群と呼ぶ) の表現論の研究において重要な応用を与え, 特に,  [K]で証明されたクネーラ

ーの周期性は単純特異点型の多項式が定める超曲面上の CM 加群の研究において重要な応用

を与えるものである. [H2] ではこのクネーラーの周期性を次のように一般化した 

定理 2 ([H2]の主結果)  を滑らかな擬射影的代数多様体とし,  を に作用する簡約線形

代数群とする. を -同変局所自由層とし,  G-不変正則切断 のゼロスキーム

を とする. を G の指標とし, を -半不変な 上の正則関数で, への制限 

 が平坦であるものとする. V を から定まる 上の -ベクトル束とすると, 

は V  上の -半不変な正則関数 を誘導する. この時, 三角圏としての同値   

V  が成り立つ. 



 
 

 上の定理 2 において, =ℂ ,  とし, を の構造層で定め, ℂ を

で定まる切断とすると, クネーラーの周期性が系として従う. さらに, 定理 2 

において が1次元代数トーラスで に自明に作用し, かつ id の場合は Shipman

氏と Isik 氏らによりすでに証明されており,  (定理 2) は彼らの結果のアナロジーにもなって

いる. また,  (定理 2) と[BFK]による VGIT 理論を応用することで,  [O]における Orlov 氏の

半直交分解の結果の一般化を得た.  
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